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★12：30点鐘
★御殿場館21
★会員卓話　米の話 
　勝又博文君夢をかたちに
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第2064回 例会プログラム
●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30 
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／ロータリー財団月間に
　　　　　　　因んで 
　　　　　　　ロータリー財団委員会

11月13日の例会
次　回

会長挨拶
第17回例会
　今月、10月は米山月間と職業奉仕月間です。米山月間につきましては先週、
米山記念奨学会委員会のお手配で米山奨学生の杜さんの卓話を頂きました。
卓話を聞き米山奨学金事業が日本にいる留学生を助け、日本に対する理解を
深めていることを強く感じ、この奨学金制度がロータリーの誇る事業の一つであろうかと思いま
した。
　今日は職業奉仕委員会の事業であります企業訪問をキリンディスティラリーさんにお願いする
ことが出来ました。
　過去何回かお世話になりましたが、今日は少し前、キリンディスティラリーさんが採水地の水
の起源についての研究結果を発表されました。そのすばらしい、御殿場市民も自慢できる水につ
いて、お話をいただけるかと思います。
　ロータリークラブでは数年にわたり３つの強調事項を掲げており、その一つが水問題です。世
界では水系感染の疾病で死亡する子供の数は一日で6,000人にもなるそうです。安全な水があれば
このような数字をすぐ減らすことが出来るとのことです。綺麗ですばらしい水を簡単に手に入れ
ている我々には想像も出来ないことですが、世界の多くの国では深刻な水問題を抱えているよう
です。
　日本は水資源に恵まれているため、他国の水資源問題にほとんど関心を持っていません。しか
し、日本の社会や経済は、世界から大量の水を輸入することから成り立っています。世界の水を
大量に消費しながら生活しているという自覚を持って、水問題に眼を向けなければならないので
はと思います。
　因みに日本の食糧自給率は40％で、残りの60％の食糧は輸入に頼っているわけです。肉、穀物、
果物等の生産には大量の水が必要で、その生産に必要な水をバーチャルウオーターと言うそうで
す。
　大量の食料を輸入している日本は、大量の水も輸入していることになります。実際、このバー
チャルウオーターは日本国内で使用されている水の２／３に相当するそうです。
　すばらしい水資源に恵まれている我々も、日本は水には困らないなどと思わないで、真剣に世
界の水保全に目を向けていかなくてはならないのではと思います。

●結婚記念日　11月９日　滝口喜徳君 けい子様 ご夫妻 
　　　　　　　11月12日　水口正宏君 伸子様 ご夫妻 
●皆　出　席　11月２日　土屋闊正君（２年）　 
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裾 野  
裾 野  
山 中 湖  
オープンハウス 
オープンハウス

○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○豊山　徹也
幹　　　事○小早川豊一
会報委員長○根上　陽一
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 57名 43名 75.44％ 100.00％

秋田　敬君・橋本喜市君・林　　準君・井上　元君
勝又　洋君・勝又重春君・勝又敏樹君・勝又安彦君 
大森清治君・小野寛幸君・芹澤正明君・嶋田泉太郎君
内海隆治君・山内強嗣君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（14名）

10
30

のメーキャップ

の出席報告

井口　修一君 
勝又　敏雄君 
石田　　恩君 
勝又　博文君 
根上　眞一君

10月18日 
10月18日 
10月22日 
10月27日 
10月29日

オープンハウス 
オープンハウス 
長 泉  
山 中 湖  
長 泉

内海　隆治君 
山崎　恭夫君 
渋谷　　一君 
秋田　　敬君 
山口　幸男君

【会社沿革】
○1972年→キリンビール（日）・ＪＥシーグラム（米）・ 
 シーバスブラザーズ（英）３社合弁でスタート
○1973年→キリン・シーグラム御殿場蒸留所完成、 
 ウイスキー製造開始
○2002年→社名「キリンディスティラリー株式会社」
○2003年→「キリンアルカリイオンの水」ＫＭＤＷ製造委託開始
○2008年→　　　　　　〃　　　　　　　第２ＰＥＴライン立上、 
 稼働開始（本日の見学先）

　水は富士山の標高２千数百メートルに降っ
た雨水・雪解け水が約50年かけて自然に濾過
されたもので、工場の地下100ｍの井戸から組
み上げています。天然水にプラス、マイナス
の直流電圧を加えて電気分解し、陰極側に集まっ
た水が「キリン アルカリイオンの水」です。
国内最先端の技術でペットボトル成形からパッ
ケージングまで全てを一貫生産しています。
製造能力は年間最大2,800万ケースとなります。
製造する品種は２リットルペットボトルで、
容器には国産最軽量のペコロジーボトルを採
用しており、楽につぶせて、省資源に貢献す
る環境に配慮した容器を使用しています。

企業訪問
キリンディスティラリー株式会社

副工場長
神崎治夫様

代表取締役社長
鮫島　弘様
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